
 

                                                                           

 

 
 
 

１００回目の歩み 

 毎週こつこつ書いてきた学年だより「hugくみ」も、気がつけば１００回目の発行となりまし

た。２０１９年４月５日（月）の入学式から７６８日という日数が経過しました。ここまでの歩

みの中で、本当に色々なことがありました。コロナ禍、臨時休業という「色々」では片づけられ

ない異常事態がありました。そしてその状況は、今なお続いています。どこまで続くのか、もし

くはこの状況が本当に世の中の「普通」になっていくのか。それは未だにわかりませんが、とに

かくそれでも東中学校はここに在り、学校生活は続いていきます。卒業まで、残り約３０４日。

この学年だよりの発行は、おそらくあと３５回前後。そんな中で、この青空学年の生徒たちのど

のような成長の様子を記していくことになるのでしょうか。今後少しずつ進路選択も本格化して

いく中で、きっと壁にぶつかり悩むことも多くあることと思います。そういった様子もすべて含

めながら、その時その時の生徒たちの様々な姿を見守りつつ、ほんのわずかでもこの学年に日の

光が射すような、そんな内容を発行していけたらと思っています。至らない点も多々あるとは思

いますが、引き続き読んでいただけたら幸いです。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

中間テストに向けて 

 ５月２１日（金）に１学期の中間テストがあります。英語・国語・数学・理科・社会の５教科

を各３５分で実施します。それに向けて、先週７日（金）にテスト範囲表が配付されました。ま

た、１４日（金）には予想問題集が配付される予定になっています。試験時間は短いながら３年

生初めての定期テストとなります。後になって後悔のないよう、早い段階からできる準備をして

いってもらいたいです。 

 そこで今回は、「３年生になって」の作文から学習や何かに取り組むことについて前向きな考

えが書かれたものを２つ紹介させていただきます。今回紹介する作文の素晴らしいところは、自

分自身で自分に合った頑張り方を考え実践しようとしているところです。学習においても人生に

おいても、すべての人に当てはまる絶対的な正解はありません。１００人いれば１００通りの答

えがあります。まだ自分なりの頑張り方を見つけられていない生徒には、ここに書かれている内

容から何かを感じ、まずは中間テストに向かって、そして「進路選択」という一つの人生の分岐

点に向かって自分なりの頑張り方を考えるきっかけにしてもらえたらと思います。 
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青空学年 

～成長の記録・最終章～ 
発足 768日目（卒業まで、あと約 304日） 

３学年 学年だより 

学年目標 

飛 
～素直な心でお互いに尊重し合い、小さな翼を 

立派に成長させて未来へ翔けだそう～ 

 

 今年は受験があるので、自分に合った勉強法をしっかりと実践していくということを頑張り

たいです。私の場合、テスト前に頭に詰め込むよりも日頃からコツコツ積み重ねた方が身に付

くので、それを実践したいです。更に、勉強をただ積み重ねるだけでなく、その日に具体的に

何をやるのか予定を立てて、なおかつその予定が崩れてしまったときにそれを補える臨機応変

さも身に付けていきたいと思います。そして、勉強だけでいっぱいになりすぎてしまわないよ

うに休憩も取って、自分に合ったペースで受験に臨みたいです。 

 しかし、受験だけで頭がいっぱいになってしまうと、目の前の学校生活を心から楽しむこと

ができなくなってしまうので学校生活をしっかり楽しみたいです。今の青空学年の友だちの全

員が同じ高校に行くことは無いから、しばらく会えなくなる友だちもいると思います。なので

この１年は、悔いが無く、最後は笑って卒業できるようにしたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

あとがき 

 １歳半を過ぎた我が家の息子は、最近歩くことが大好きで、休日の朝に２人で散歩に出たりし

ます。その散歩コースは大人の足なら５分で終える道のりですが、息子と一緒に歩くと３０分以

上かかります。歩幅が小さいというのももちろんありますが、好奇心旺盛な息子は歩きながら道

に落ちている色々なものを見つけては拾いたがり、ボタンらしきものはとにかく押したがり、つ

ないだ手を振りほどいて車の走る広い道路に駆け出そうとし、階段を見れば上り下りを繰り返し

たりと、とにかくたくさんの寄り道をします。そんな寄り道だらけのお散歩は、気が気ではない

一方で、自分のペースで普通に歩いている中では気づけない思わぬ発見や感動を与えてくれるも

のでもあります。地面の片隅に咲いている小さな花、息子と一緒に階段を上りきった先にある空

の色や雲の形、そして息子自身の小さいながらも確かな成長、などなど。 

 この青空学年の成長にも、息子との「散歩」と似たようなことを感じることがあります。思春

期というのは心の中が急激な成長と共にとても複雑に変化する時期です。そんな中で何事もなく

すっきりと物事が進むというわけにはいかないことが多くあります。それには時に悩みや苦しみ

を伴うこともあります。そんな生徒たちの様子を見守りながら、こちらの気持ちも辛くなってし

まうこともありますし、自分たちの教師としての関わり方を見つめ直したり、反省したりという

こともしばしばあります。しかしまた、そういった生徒たちのまっすぐにとはいかない成長過程

に寄り添う中で、生徒たちの新たな一面に出会ったり、むしろ生徒たちから教えられることがあ

ったりと、そこにもやはり大きな発見や感動があります。 

これから残りの学校生活の中、立ち止まったり寄り道したりする生徒たちの心にきちんと寄り

添っていけるよう、精進していきたいと思います。 
 

 

今後の予定 

（今 週）  （来 週） 

日 曜 行事等  日 曜 行事等 

10 月 振替休日   17 月 
全校朝会（８：２０登校） 

諸活動停止 

11 火 
３学年朝会（８：２０登校） 

清掃あり 諸活動停止 
  18 火 

       テスト前諸活動停止 

テスト補習日 

12 水 
評議会・常任委員会 

清掃なし 
  19 水 

テスト補習日 

13 木 
集金日 

  20 木 
テスト補習日 

14 金 
  

  21 金 
中間テスト（英・国・数・理・社） 

諸活動停止 

※「諸活動停止」は放課後の活動がすべて無しで帰り学活後に全員下校することを示します。 

   ※月間を通しての行事予定は、学校だよりおよび学校ホームページにてご確認いただけます。 

 私は今年頑張りたい事があります。それは、小さな目標を立ててその目標を達成するために

地道に行動するという事です。 

 私にはたくさんの理想があります。もっと勉強が出来るようになりたい、もっとおしゃべり

がうまくなりたい、などといったものです。しかし、私は今までそれを思うばかりでその理想

になるための具体的な事をあまり考えていませんでした。その結果、理想と今の自分を比べて

しまい、自信をなくしてしまう事もありました。なので理想に近づくためにまず小さな目標を

立ててそれを達成していこうと考えました。この小さな目標というのは本当に簡単なもので勉

強だったら宿題を前日までに終わらせる、とかノートで自分で大切と思った所を付けたす、と

かです。ですが、ちりも積もれば山となるというように積み重ねが大事だと思います。もし、

理想になれなくても理想に近づくという事は自信につながると思います。 


